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成分名  臭化ナトリウム 

英  名 Sodium Bromide 

CAS No. 76４7-15-6 

収載公定書 日局    EP 

A TOXNET DATABASEへの

リンク  

https://chem.nlm.nih.gov/chemidplus/rn/7647-15-6  

 

投与経路 用途 

静脈内注射  等張化剤 

筋肉内注射 

皮下注射  

 

 

１．単回投与毒性 

該当文献なし 

２．反復投与毒性 

２‐１ ラット 

① 運動の挙動を記録するために特別に創作したフレームの中に設置した標準ケージで個別飼

育した。マウスの各群に 0, 400, 1200, 3600 又は 10,800 ppm の臭化ナトリウムを含む混餌飼料で

36 日間飼育した。完全自動装置を用いてマウスの夜間自発運動の記録と経過測定, 他の 3 つの

変数 (回避時間, 自発の踏み車の様子及び体重) とともに, 試験飼料投与前, 投与中及び投与

後の全 128 日間測定した。得られたデータを分散の単変量解析と多変量解析により統計学的に

分析した。その結果, 挙動と体重における効果限界は, 飼料中臭化ナトリウムの 400 ppm と 1200 

ppm の間のマウスにあった。1) (Hansen & Hubner, 1983) 

② 雄ラットに正常食と臭化ナトリウム過剰食を 4 週又は 12 週摂取させた。濃度は飼料中, 0, 20, 

75, 300, 1200 及び 19,200 mg/Kg であった。実験終了時, 下垂体, 甲状腺及び睾丸について病理

組織学的及び免疫細胞化学的手法で検索した。一方, 血清中のホルモンレベルをラジオイムノア

ッセイによって証明した。病理組織学的には, 最高濃度で甲状腺の活性化と睾丸の精子形成能

の低下を示した。免疫細胞化学的手法では, 甲状腺中のサイロキシン量の減少が注目された。

下垂体の成長ホルモン生成細胞には影響はなかったが, TSH, ACTH の免疫活性は増加した。血

清中のサイロキシン, テストステロン及びコルチコステロン濃度は低下傾向にあった。2) (Loeber et 

al., 1983)  

３．遺伝毒性 

該当文献なし 

４．癌原性 

該当文献なし 

https://chem.nlm.nih.gov/chemidplus/rn/7647-15-6
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５．生殖発生毒性 

５‐１ ラット 

① ラットに飼料中臭化ナトリウムの 0, 75, 300, 1200, 4800 及び 19,200 mg/Kg の濃度で 90 日間

摂取させると, 内分泌系の一連の変化と甲状腺の活性化が最も顕著に現れる。更に, 最高投与

群では睾丸の精子形成能の低下, 前立腺の分泌活性の低下, あるいは, 卵巣の黄体数減少が

みられた。同じ飼料濃度の 3 代の生殖試験では, 2 つの高濃度群において, 臭化物を外すことで

可逆性と考えられる繁殖力の低下がみられた。臭素イオンの無作用量は飼料中 240 mg/Kg であ

った。3) (va Leeuwen et al., 1983) 

② 雌親ラットに飲水中 250 mg/% の NaBr の水溶液を自由摂取させることでラット胎仔に NaBr

暴露させた。対照には水道水か生理食塩水のいずれかを与えた。親への投与は妊娠5日～15日

に限定した。血液及び脳ホモジネート中の臭素濃度の測定によって胎仔への移行が投与期間中

に限定されていないことが示された。排出遅延が原因で濃度の低下にもかかわらず, 親は胎盤と

乳を介して生後 10 日まで仔に臭素を供給した。出生後の有意な遅延が臭素処置したすべての動

物で観察された。永続的な欠損は体重, 脳重量及び脳組織の蛋白含量にみられた。加えて, 脳

の構造に変化があり, 例えば新皮質の層状構造が修飾された。発達不足に対して, 臭糸球体の

大きさは出生後のラットに一貫して大きくなり, 臭糸球体の直径は 3 箇月齢で対照に比べ 30 % 大

きかった。ラットの出生前及び周産期における中等濃度の NaBr 暴露は, 脳の発達を含めて出生

後発達を妨げることを示した。4) (Disse et al., 1996)  

６．局所刺激性 

該当文献なし 

７．その他の毒性 

該当文献なし  

８．ヒトにおける知見 

① 健康ボランティア 21 人 (経口避妊薬未使用又は非妊娠女性 11 名及び男性 10 名) に 1 日, 1 

mg/Kg の NaBr を 8 週間投与し, 又 1 日許容摂取量の摂取で影響を受けるか否かを調べるため

に2サイクル投与した。特に内分泌系に注目した。すべての医学的経緯と生理学的検査の結果に

は, 試験の前後の間に相違はなかった。血液, 生化学及び尿分析の結果は, 試験中変化はなか

った。血漿中臭素濃度は, 女性 0.08±0.01 mmol/L ～0.97±0.18 mmol/L , 男性 0.08±0.01 

mmol/L ～0.83±0.09 mmol/L であった。血清中のサイロキシン, 遊離サイロキシン, サイロキシ

ン結合グロブリン, トリヨードサイロニン, コルチゾール, テストステロン, エストラジオール及びプロ

ゲステロン濃度に変化はなかった。また, TRH 及び LHRH 投与の前後も TSH, プロラクチン, LH, 

FSH の血清中濃度も変化はなかった。5) (Sangster et al., 1982) 

② 健康ボランティアに, NaBr を 0, 4 又は 9 mg/Kg/day の用量でカプセル服用による二重盲検試

験した。各投与は 7 人の男性に 12 週, また 7 人の避妊女性 (経口避妊薬未使用) に 3 サイクル

行った。特に内分泌系と中枢神経系に注目した。試験開始と終了時に医学的経緯と生理学的検

査, 血液検査, 標準臨床化学及び尿分析の結果を記録した。カプセル摂取と関連する吐き気が
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みられた。内分泌系では 9 mg/Kg/day の女性群で, 血漿中サイロキシン, トリヨードサイロニンが

有意に上昇したが, すべて正常域であった。神経生理学的分析 (EEG 及び視覚誘発反応) で, 9 

mg/Kg/day 投与群で, デルタ 1 と 2 活性の減少とベータ活性及び平均頻度の増加があったが, 

すべて正常域の範囲内であった。6) (Sangster et al., 1983) 

③ 健康女子ボランティア 45 人に臭化ナトリウムの 0, 4 及び 9 mg/Kg 体重を経口的に投与した。

試験は 6 回の月経周期の間継続し, 最初の 3 回の月経周期にのみ投与した。試験開始時, 投与

期間の最後及び試験終了時に, 生理学的検査及び血液学的臨床化学試験を行った。臭化物摂

取に関係した吐き気を除き有害な作用はなかった。血漿中臭素濃度は 4 及び 9 mg/Kg 体重で投

与期間終了時に上昇した。甲状腺ホルモン濃度に変化はなかった。4 及び 9 mg/Kg 群の投与期

間終了時アルファ 1 とベータバンドに有意な変化がみられた。視覚誘発反応には変化はなかった。

NaBr のヒトでの無作用量は 4 mg/Kg 体重であると提示した。7) (van Gelderen et al., 1983) 

④ 臭素疹 (Bromoderma) とは, 臭素を含む製品の使用によって起こる皮膚反応である。本報告

では当施設で臭化ナトリウムを含んだシロップの投与により顔面と頭に病変を認めた 2 箇月齢の

女児について述べる。8) (Bel et al., 2001)  
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